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(54)【発明の名称】 プラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子、及び表示装置

(57)【要約】
【課題】  従来の有機発光物質を電流により発光させ
ず、プラズマのメモリ機能を利用して能動型駆動をし、
プラズマ放電時に発生する紫外線を利用してフォトルミ
ネッセンスさせることによって、構造が簡単であり、し
かも電流による劣化がないので寿命が長く、輝度が向上
したプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス表示
素子、及び該プラズマスイッチ型有機フォトルミネッセ
ンス表示素子を用いた表示装置を提供する。
【解決手段】  プラズマを発生させるプラズマ発生部２
０と、プラズマ発生部２０から発生する紫外線によって
励起されて可視光を放射する有機発光物質からなる有機
発光層１９ａ，１９ｂ，１９ｃとを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  プラズマを発生させるプラズマ発生部
と、該プラズマ発生部から発生する紫外線により励起さ
れて可視光を放射する発光層とを備えるプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子において、
前記発光層は有機発光物質を含んでなることを特徴とす
るプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項２】  プラズマを発生させるプラズマ発生部
と、該プラズマ発生部から発生する紫外線により励起さ
れて可視光を放射する発光層とを備えるプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子において、
透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに同じ
方向に複数形成してある線条の第１電極と、前記第１基
板及び前記第１電極上に形成してあり、高反射率を有す
る誘電体層と、前記第１電極の間に前記方向と同じ方向
に配してあり、前記誘電体層上に適宜間隔を隔てて形成
してある複数の隔壁と、前記隔壁の間に露呈している前
記誘電体層上に形成され、有機発光物質を含んでなる発
光層と、該発光層を保護する第１保護層とを有する第１
部材、
及び透光性を有する第２基板と、透光性を有し、前記第
２基板上に互いに同じ方向に複数形成してある線条の第
２電極と、該第２電極の抵抗を低下させるべく前記第２
電極に配設してある補助電極と、前記第２基板、前記第
２電極、及び前記補助電極上に形成してある透光性誘電
体層と、該透光性誘電体層上に形成してある第２保護層
とを有する第２部材を備え、
前記隔壁と前記第２保護層とを対向させ、前記第１電極
と第２電極とが交叉すべく前記第１、第２部材を配置し
てあり、前記隔壁の間の空間でプラズマを放電させ、プ
ラズマを放電させている間に放射される紫外線によって
前記発光層を発光させるべくなしてあることを特徴とす
るプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項３】  前記発光層は、トリス（８－ヒドロキシ
キノリン）アルミニウム、ペリレン、２，３，７，８，
１２，１２，１７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，２３
Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレンビニレン、ポリチ
オフェン、ポリエチルヘキシルオキシビニレンの何れか
を含むことを特徴とする請求項２に記載のプラズマスイ
ッチ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項４】  前記第２保護層は、ＭｇＯからなること
を特徴とする請求項２又は請求項３に記載のプラズマス
イッチ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項５】  前記第１保護層がＭｇＦ
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の何れかを含むことを特徴とする請求項２

乃至請求項４の何れかに記載のプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子。
【請求項６】  前記第２電極の間に配してあり、暗色材
料からなる複数の線条部材を更に備えることを特徴とす
る請求項２乃至請求項５の何れかに記載のプラズマスイ
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ッチ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項７】  プラズマを発生させるプラズマ発生部
と、該プラズマ発生部から発生する紫外線により励起さ
れて可視光を放射する発光層とを備えるプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子において、
透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに同じ
方向に複数配列され、近接した二つからなる電極対を構
成する線条の第１電極と、該第１電極及び前記第１基板
上に形成され、高反射率を有する誘電体層と、前記第１
電極と交叉するように配列され、前記誘電体層上に適宜
間隔を隔てて形成された複数の隔壁と、該隔壁の間で露
呈される前記誘電体層を覆う第１保護層とを有する第１
部材、
及び透光性を有する第２基板と、該第２基板上に互いに
同じ方向に複数形成してある線条の第２電極と、該第２
電極を覆うように前記第２基板上に形成してある透光性
誘電体層と、該透光性誘電体層に形成してあり、有機発
光物質を含む複数の発光体と、該発光体を覆うように前
記透光性誘電体層上に形成された第２保護層とを有する
第２部材を備え、
前記第１、第２部材は、前記隔壁と前記第２保護層とを
対向させ、前記第１電極と前記第２電極とが交叉すべく
配置してあり、前記発光体は、隣合う前記隔壁間の間隙
及び前記電極対に対向する位置に設けてあり、前記隔壁
の間の空間でプラズマを放電させ、プラズマを放電させ
ている間に放射される紫外線によって前記発光層を発光
させるべくなしてあることを特徴とするプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項８】  前記第２部材は、隣合う前記電極対間の
間隙に対向すべく前記第２基板上に形成してあり、暗色
材料からなる複数の線条部材を更に備えることを特徴と
する請求項７に記載のプラズマスイッチ型フォトルミネ
ッセンス表示素子。
【請求項９】  前記発光体は、前記第２電極を中心に前
記第２電極と対称的に対向すべく形成されることを特徴
とする請求項７に記載のプラズマスイッチ型フォトルミ
ネッセンス表示素子。
【請求項１０】  前記第２電極が前記隔壁の片側に対向
すべく配置し、前記発光体を隣合う前記第２電極の間隙
に対向すべく配置してあることを特徴とする請求項７に
記載のプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素
子。
【請求項１１】  前記第２電極は前記隔壁の間の中央に
対向すべく配置し、前記発光体は、隣合う前記第２電極
間の間隙に対向すべく配置し、前記第２電極を中心に両
分されて前記第２基板上に形成してあることを特徴とす
る請求項７に記載のプラズマスイッチ型フォトルミネッ
センス表示素子。
【請求項１２】  前記発光体は、トリス（８－ヒドロキ
シキノリン）アルミニウム、ペリレン、２，３，７，
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８，１２，１２，１７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，
２３Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレンビニレン、ポ
リチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシビニレンの何
れかを含むことを特徴とする請求項７乃至請求項１１の
何れかに記載のプラズマスイッチ型フォトルミネッセン
ス表示素子。
【請求項１３】  プラズマを発生させるプラズマ発生部
と、該プラズマ発生部から発生する紫外線により励起さ
れて可視光を放射する発光層とを備えるプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子において、
透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに同じ
方向に複数配列され、近接した二つからなる電極対を構
成する線条の第１電極と、該第１電極及び前記第１基板
上に形成され、高反射率を有する誘電体層と、前記第１
電極と交叉するように配列され、前記誘電体層上に適宜
間隔を隔てて形成された複数の隔壁と、該隔壁の間で露
呈される前記誘電体層を覆う第１保護層とを有する第１
部材、
及び透光性を有する第２基板と、該第２基板上に互いに
同じ方向に複数形成してある線条の第２電極と、該第２
電極に配設してあり、有機発光物質を含む複数の発光体
と、前記第２電極及び前記発光体を覆うように前記第２
基板上に形成してある透光性誘電体層と、前記発光体を
覆うように前記透光性誘電体層上に形成された第２保護
層とを有する第２部材を備え、
前記第１、第２部材は、前記隔壁と前記第２保護層とを
対向させ、前記第１電極と前記第２電極とが交叉すべく
配置してあり、前記発光体は、隣合う前記隔壁間の間隙
及び前記電極対に対向する位置に設けてあり、前記隔壁
の間の空間でプラズマを放電させ、プラズマを放電させ
ている間に放射される紫外線によって前記発光層を発光
させるべくなしてあることを特徴とするプラズマスイッ
チ型フォトルミネッセンス表示素子。
【請求項１４】  前記第２部材は、隣合う前記電極対間
の間隙に対向すべく前記第２基板上に形成してあり、暗
色材料からなる複数の線条部材を更に備えることを特徴
とする請求項１３に記載のプラズマスイッチ型フォトル
ミネッセンス表示素子。
【請求項１５】  前記発光体は、トリス（８－ヒドロキ
シキノリン）アルミニウム、ペリレン、２，３，７，
８，１２，１２，１７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，
２３Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレンビニレン、ポ
リチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシビニレンの何
れかを含むことを特徴とする請求項１３又は請求項１４
に記載のプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示
素子。
【請求項１６】  請求項２乃至請求項１５の何れかに記
載のプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子
を備え、該ラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示
素子が有する第１電極に第１パルス電圧を印加し、第２
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電極に表示すべき画像データに応じた第２パルス電圧を
前記第１パルス電圧に同期させて印加することにより、
画像データを表示すべくなしてあることを特徴とする表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、フォトルミネッセ
ンス表示素子、及び該フォトルミネッセンス表示素子を
用いた表示装置に関し、特に、プラズマから放射される
紫外線により有機発光物質を発光させることによって、
有機発光物質の劣化を防止し、輝度が改善されるプラズ
マスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子、及び該プ
ラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子を用い
た表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、情報通信技術の発達に伴う情報化
社会に応じるためのユーザの要求が多様化し、これによ
り画像表示装置の需要も増加している。多様化したユー
ザの要求を満足させるために、画像表示装置は、高精細
化、大型化、低コスト化、高性能化、薄型化、小型化等
の特性を有するものが要求されており、このために、既
存のＣＲＴディスプレイの代わりに、フラットパネル・
ディスプレイ（ＦＰＤ）が開発されている。このような
ＦＰＤに用いられる表示素子の一つが電界発光表示素子
（ＥＬ表示素子）である。電界発光表示素子は、発光層
に使用する物質の種類に応じて、有機電界発光表示素子
と無機電界発光表示素子とに分類される。無機電界表示
素子は、高い電界によって加速された電子の衝突を利用
して発光する素子であって、薄膜の厚さ及び駆動方式に
応じて、交流薄膜電界発光表示素子、交流厚膜電界発光
表示素子、及び直流厚膜電界発光表示素子等に分類され
る。そして、有機電界発光表示素子は、電圧を印加する
ことによって発光する表示素子であって、発光層の有機
物質によって、低分子有機電界発光表示素子と高分子有
機電界発光表示素子とに分類される。
【０００３】図１は、従来の有機電界発光表示素子の概
略構成図である。従来の有機電界発光表示素子は、透光
性基板１１上に透光性を有する陽極層１２、正孔注入層
１３、正孔輸送層１４、有機電界発光層１５、電子輸送
層１６、及び陰極層１８が順に積層された構造をなして
おり、陽極層１２と陰極層１８との間に電圧を印加する
ことによって、有機電界発光層１５が発光する。正孔注
入層１３、正孔輸送層１４、及び電子輸送層１６は、有
機電界発光表示素子の発光効率を増加させる補助的な機
能を有する。
【０００４】電界発光表示素子の発光層として有機物質
を用いる場合、発光物質の種類に応じて、米国特許番号
４７６９２９２号及び米国特許番号５２９４８７０号に
記載されているトリス（８－ヒドロキシキノリン）アル
ミニウム、ペリレン等の蛍光物質を使用した蛍光表示素
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子と、米国特許番号６０９７１４７号に記載されている
２，３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金、Ｉｒ（ＰＰｙ）
３のようなイリジウム錯体等の燐光物質、及び正孔輸送
層１４と電子輸送層１６との間にバソクプロイン（ＢＣ
Ｐ）、カルバゾールビフェニル（ＣＢＰ）、Ｎ，Ｎ’－
ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス－α－ナフチルベンジジン
（ＮＰＤ）のような障壁を使用した燐光表示素子とに分
類される。特に、高分子有機電界発光表示素子の場合に
は、陽極層１２と陰極層１８との間に正孔輸送層１４及
び有機電界発光層１５を設けた２層型構造をなしてお *

6
*り、その有機電界発光層１５として、米国特許番号５３
９９５０２号及び米国特許番号５８０７６２７号に記載
されている複合ポリマーの一種であるポリフェニレンビ
ニレン（ＰＰＶ）、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシ
ルオキシビニレン（ＰＤＭｅＯＰＶ）等の導電性高分子
を用いる。
【０００５】これらの有機電界発光物質のうち代表的な
有機電界発光物質の発光時の波長を表１に示す。
【０００６】
【表１】

【０００７】このような有機電界発光表示素子は、駆動
方式に応じて能動型と受動型とに分類される。受動型の
有機電界発光表示素子は、電流駆動方式であるので、表
示素子の面積が増加することに伴って、電力効率が低下
して、表示素子の信頼性が低下する問題点がある。この
ような問題を解決するために、表示素子の対角線の長さ
が１０インチ以上になる場合には、ポリシリコンＴＦＴ
を駆動素子に用いた能動型の有機電界発光素子が用いら
れている。しかし、ポリシリコンＴＦＴを駆動素子に使
用する場合には、現在の技術では有機電界発光表示素子
の駆動のための薄膜の均一性の確保が難しく、有機電界
発光表示素子の駆動には、ポリシリコンＴＦＴを少なく
とも２個を使用する必要があるので、表示素子の信頼性
及び収率を確保することが難しい。また、大面積化の実
現には多くの困難を伴い、複雑な工程、高い真空度を要
求する高真空工程、及び精巧なフォトリソグラフィ工程
のための高価な設備、高いクリーン度（＜Ｃｌａｓｓ１
００）等が要求されるために、その製造コストも高くな
るという短所がある。
【０００８】その他のＦＰＤとしては、維持電極上の誘
電体層に形成される壁電荷によるプラズマのメモリ機能
を利用するプラズマ・ディスプレイ・パネル（ＰＤＰ）
が現在商用化段階にある。特に、ＰＤＰは、有機電界発
光表示素子、又はポリシリコンＴＦＴに比べて大面積化
に好適な表示素子であって、４２インチ以上が実現可能
である。ＰＤＰの場合、駆動方式により直流駆動を利用
するＤＣタイプと交流駆動を利用するＡＣタイプとに分
類されるが、駆動時に電極がプラズマに直接露出されな
いＡＣタイプが駆動電圧及び寿命の面でより良い結果を

出すので、現在、ＡＣタイプのＰＤＰが多く生産されて
いる。
【０００９】図２は、従来のプラズマディスプレー表示
素子を説明する概略図であり、図３は、図２に示したプ
ラズマディスプレー表示素子の断面図である。なお、図
３（ａ）は、図２に示したプラズマディスプレー表示素
子をＡ－Ａ’で切断した断面図であり、図３（ｂ）は、
Ｂ－Ｂ’で切断した断面図である。図２は、米国特許番
号５４２０６０２号、米国特許番号５６６１５００号、
及び米国特許番号５６７４５５３号に記載された一般的
な３電極面放電ＡＣタイプのＰＤＰに関するものであっ
て、以下では、画素領域の構造について述べる。画素領
域は、画像の表示面にガラスのような透光性を有する前
面基板２０と、前面基板２０と平行して位置した背面基
板２１とからなる。前面基板２０には、背面基板２１の
対向面に一定間隔に設けた２個の透光性を有する電極
Ｘ、Ｙを一対として形成した複数の維持電極２６と、維
持電極２６の抵抗を減らすために、維持電極２６に比べ
てはるかに幅が狭い金属層から構成された複数の補助維
持電極２７が形成されている。
【００１０】また、コントラスト比を高めるために、各
維持電極２６間にブラックストライプ２８を維持電極２
６と平行して形成している。維持電極２６、補助維持電
極２７、及びブラックストライプ２８上には、放電電流
を制限する誘電体層２９を画素領域全面に形成し、誘電
体層２９をプラズマエッチングから保護し、プラズマが
容易に起きるように２次電子放出係数が大きいＭｇＯ等
を誘電体層２９の全面に蒸着してなる保護層３０を設け
ている。そして、背面基板２１は、放電空間を形成する
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ため、維持電極２６と交叉する方向に設けたストライプ
状の複数の隔壁２２と、各隔壁２２の間に維持電極２６
と交叉する方向に形成された複数のアドレス電極２３
と、アドレス電極２３上にアドレス電極２３を保護し蛍
光体層２５で発生した光を反射するために、画素領域全
体を覆うように形成した白色誘電体層２４と、隔壁２２
の側面及び白色誘電体層２４の表面に形成されてプラズ
マ放電時可視光を放射する蛍光体層２５を備えている。
また、隔壁２２を製造する際、コントラスト比の増加さ*

8
*せるために、下部隔壁２２ａを先に形成し、その上部に
上部ブラック隔壁２２ｂを形成して、隔壁２２を製造す
る。
【００１１】プラズマ放電のために用いられる気体に
は、Ｈｅ、Ｎｅ、Ａｒ、Ｘｅ、Ｋｒ、Ｒｎのような不活
性気体、又はＨｇ等が用いられ、プラズマ放電時に発生
する紫外線の波長は表２に示す通りである。
【００１２】
【表２】

【００１３】前述のように構成された従来の技術による
３電極面放電ＡＣタイプのＰＤＰ（以下、ＡＣ－ＰＤＰ
という）の任意のセルの画面表示過程について以下に説
明する。画面表示過程は、大きく画素領域全面の全面放
電及び全面消去を行なう初期化過程と、表示データによ
って選択的に放電を行なうアドレス過程と、アドレス過
程において点灯したセルに対して維持放電を行なう維持
放電過程とに区分される。
【００１４】初期化過程は、ＰＤＰの全面を均一かつ一
定に初期化させるために、画素領域全面を放電させ、形
成された壁電荷を削除するための削除段階を含む。画素
領域の全面を放電させるためには、維持電極２６を構成
する電極Ｘと電極Ｙとに１５０Ｖ～３００Ｖの初期化電
圧を印加する。放電させた場合、放電空間を取囲むセル
には壁電荷と荷電粒子とが蓄積される。蓄積された壁電
荷と荷電粒子とを削除するために、放電が起きない程度
の低い電圧を電極Ｘと電極Ｙとに印加する。壁電荷及び
荷電粒子の削除は、初期化電圧と同程度の電圧を放電が
生じないくらい短時間に印加して行なうこともできる。
【００１５】アドレス過程では、アドレス電極にプラス
のアドレスパルスを順次印加し、前記アドレスパルスと
同期して表示データに応じて電極Ｙにマイナスのスキャ
ンパルスを選択的に印加する。ただし、スキャンパルス
は、表示データがある画素領域のみに印加し表示データ
がない画素領域には印加しない。その結果、アドレスパ
ルスとスキャンパルスとを同時に印加したセルでは放電
が発生する。その結果、点灯したセルには壁電荷が蓄積
される。
【００１６】維持放電過程では、電極Ｘ及び電極Ｙに交
互に維持放電パルスを印加することにより、壁電荷が蓄
積されたセルに対して複数回の維持放電を発生させる。
この場合、維持放電パルスの回数によってセルの輝度が

制御される。維持電圧パルスは、アドレス過程において
選択されないセルでは放電されるように、また、選択さ
れたセルでは放電されるように、放電電圧と放電時間と
を選択する必要がある。
【００１７】ＡＣ－ＰＤＰの場合、４００℃以上の高温
下で製造工程が進行され、パターンの大部分をスクリー
ン印刷法等の印刷法により形成するために、製造工程が
簡単であり、フォトリソグラフィ工程装備に比べて相対
的に装備コストが低く、４０インチ以上の大型ディスプ
レーの製造に好適である。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】ところが、発光物質と
して無機蛍光体を用いる場合、無機蛍光体ペーストと有
機高分子結合材とを混合し、高温下で隔壁間にスクリー
ン印刷して蛍光体層を設ける。この場合、高温工程によ
る無機蛍光体の劣化が進行し、また、形成された無機蛍
光体は、多孔質体であるので少しの刺激にも容易に蛍光
体層が剥離して不良を起こし、パネル生産の収率を低下
させる決定的な要因となっている。
【００１９】また、無機蛍光体は残光時間が数～数十ｍ
ｓであるので、動画像を表示する場合、残像効果が現
れ、色純度も低いため、高品位のＰＤＰパネルの製造の
ためには、蛍光体材料の改善は必須的である。
【００２０】そして、ＰＤＰパネルの製造に用いられる
ペーストはスクリーン印刷のような印刷工程を進行させ
るために、一定のガラス成分の無機蛍光体ペーストに任
意の割合で有機高分子結合材及び有機溶剤が混合されて
いるので、相分離を起こす可能性が大きく、容易に変質
して、ＰＤＰパネル製造時に材料が浪費されて製造コス
トを高める要因となる。
【００２１】本発明は斯かる事情に鑑みてなされたもの
であり、従来のように有機発光物質を電流により発光さ
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せず、プラズマのメモリ機能を利用して能動型駆動を
し、プラズマ放電時に発生する紫外線を利用してフォト
ルミネッセンスさせることによって、構造が簡単であ
り、しかも電流による劣化がないので寿命が長く、輝度
が向上したプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表
示素子、及び該プラズマスイッチ型フォトルミネッセン
ス表示素子を用いた表示装置を提供することを目的とす
る。
【００２２】本発明の他の目的は、既存のポリシリコン
ＴＦＴ、有機電界発光表示素子を製作するにあたって高
価な設備及び投資額、低い量産性を克服し、電流駆動に
より発光層が劣化する問題点を改善するため、フォトル
ミネッセンスにより色を具現して素子の寿命を改善し、
また付加的な正孔注入層、正孔輸送層、電子輸送層等の
補助層を省略して工程を単純化し材料コストを低減し、
既存のＡＣ－ＰＤＰにおいて歩留りを低くする決定的な
要因である無機蛍光体の代りに有機発光物質を使用する
ことによって、膜の表面密着性を高めて量産性を改善す
ることにある。特に、燐光物質を使用する場合には、蛍
光物質に比べて使用可能効率が３倍以上可能であるの
で、無機蛍光体による不良率の問題点を改善することが
できる。
【００２３】
【課題を解決するための手段】第１発明に係るプラズマ
スイッチ型フォトルミネッセンス表示素子は、プラズマ
を発生させるプラズマ発生部と、該プラズマ発生部から
発生する紫外線により励起されて可視光を放射する発光
層とを備えるプラズマスイッチ型フォトルミネッセンス
表示素子において、前記発光層は有機発光物質を含んで
なることを特徴とする。
【００２４】第２発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、プラズマを発生させるプラ
ズマ発生部と、該プラズマ発生部から発生する紫外線に
より励起されて可視光を放射する発光層とを備えるプラ
ズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子におい
て、透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに
同じ方向に複数形成してある線条の第１電極と、前記第
１基板及び前記第１電極上に形成してあり、高反射率を
有する誘電体層と、前記第１電極の間に前記方向と同じ
方向に配してあり、前記誘電体層上に適宜間隔を隔てて
形成してある複数の隔壁と、前記隔壁の間に露呈してい
る前記誘電体層上に形成され、有機発光物質を含んでな
る発光層と、該発光層を保護する第１保護層とを有する
第１部材、及び透光性を有する第２基板と、透光性を有
し、前記第２基板上に互いに同じ方向に複数形成してあ
る線条の第２電極と、該第２電極の抵抗を低下させるべ
く前記第２電極に配設してある補助電極と、前記第２基
板、前記第２電極、及び前記補助電極上に形成してある
透光性誘電体層と、該透光性誘電体層上に形成してある
第２保護層とを有する第２部材を備え、前記隔壁と前記
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第２保護層とを対向させ、前記第１電極と第２電極とが
交叉すべく前記第１、第２部材を配置してあり、前記隔
壁の間の空間でプラズマを放電させ、プラズマを放電さ
せている間に放射される紫外線によって前記発光層を発
光させるべくなしてあることを特徴とする。
【００２５】第３発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、前記発光層は、トリス（８
－ヒドロキシキノリン）アルミニウム、ペリレン、２，
３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチル－
２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレンビニ
レン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシビニ
レンの何れかを含むことを特徴とする。
【００２６】第４発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、前記第２保護層は、ＭｇＯ
からなることを特徴とする。
【００２７】第５発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、前記第１保護層がＭｇ
Ｆ
2 
、ＳｉＯ

2 
、又はＣａＦ

2 
の何れかを含むことを特

徴とする。
【００２８】第６発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、前記第２電極の間に配して
あり、暗色材料からなる複数の線条部材を更に備えるこ
とを特徴とする。
【００２９】第７発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、プラズマを発生させるプラ
ズマ発生部と、該プラズマ発生部から発生する紫外線に
より励起されて可視光を放射する発光層とを備えるプラ
ズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子におい
て、透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに
同じ方向に複数配列され、近接した二つからなる電極対
を構成する線条の第１電極と、該第１電極及び前記第１
基板上に形成され、高反射率を有する誘電体層と、前記
第１電極と交叉するように配列され、前記誘電体層上に
適宜間隔を隔てて形成された複数の隔壁と、該隔壁の間
で露呈される前記誘電体層を覆う第１保護層とを有する
第１部材、及び透光性を有する第２基板と、該第２基板
上に互いに同じ方向に複数形成してある線条の第２電極
と、該第２電極を覆うように前記第２基板上に形成して
ある透光性誘電体層と、該透光性誘電体層に形成してあ
り、有機発光物質を含む複数の発光体と、該発光体を覆
うように前記透光性誘電体層上に形成された第２保護層
とを有する第２部材を備え、前記第１、第２部材は、前
記隔壁と前記第２保護層とを対向させ、前記第１電極と
前記第２電極とが交叉すべく配置してあり、前記発光体
は、隣合う前記隔壁間の間隙及び前記電極対に対向する
位置に設けてあり、前記隔壁の間の空間でプラズマを放
電させ、プラズマを放電させている間に放射される紫外
線によって前記発光層を発光させるべくなしてあること
を特徴とする。
【００３０】第８発明に係るプラズマスイッチ型フォト
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11
ルミネッセンス表示素子は、前記第２部材は、隣合う前
記電極対間の間隙に対向すべく前記第２基板上に形成し
てあり、暗色材料からなる複数の線条部材を更に備える
ことを特徴とする。
【００３１】第９発明に係るプラズマスイッチ型フォト
ルミネッセンス表示素子は、前記発光体は、前記第２電
極を中心に前記第２電極と対称的に対向すべく形成され
ることを特徴とする。
【００３２】第１０発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、前記第２電極が前記隔壁
の片側に対向すべく配置し、前記発光体を隣合う前記第
２電極の間隙に対向すべく配置してあることを特徴とす
る。
【００３３】第１１発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、前記第２電極は前記隔壁
の間の中央に対向すべく配置し、前記発光体は、隣合う
前記第２電極間の間隙に対向すべく配置し、前記第２電
極を中心に両分されて前記第２基板上に形成してあるこ
とを特徴とする。
【００３４】第１２発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、前記発光体は、トリス
（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウム、ペリレン、
２，３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレン
ビニレン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシ
ビニレンの何れかを含むことを特徴とする。
【００３５】第１３発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、プラズマを発生させるプ
ラズマ発生部と、該プラズマ発生部から発生する紫外線
により励起されて可視光を放射する発光層とを備えるプ
ラズマスイッチ型フォトルミネッセンス表示素子におい
て、透光性を有する第１基板と、該第１基板上に互いに
同じ方向に複数配列され、近接した二つからなる電極対
を構成する線条の第１電極と、該第１電極及び前記第１
基板上に形成され、高反射率を有する誘電体層と、前記
第１電極と交叉するように配列され、前記誘電体層上に
適宜間隔を隔てて形成された複数の隔壁と、該隔壁の間
で露呈される前記誘電体層を覆う第１保護層とを有する
第１部材、及び透光性を有する第２基板と、該第２基板
上に互いに同じ方向に複数形成してある線条の第２電極
と、該第２電極に配設してあり、有機発光物質を含む複
数の発光体と、前記第２電極及び前記発光体を覆うよう
に前記第２基板上に形成してある透光性誘電体層と、前
記発光体を覆うように前記透光性誘電体層上に形成され
た第２保護層とを有する第２部材を備え、前記第１、第
２部材は、前記隔壁と前記第２保護層とを対向させ、前
記第１電極と前記第２電極とが交叉すべく配置してあ
り、前記発光体は、隣合う前記隔壁間の間隙及び前記電
極対に対向する位置に設けてあり、前記隔壁の間の空間
でプラズマを放電させ、プラズマを放電させている間に

12
放射される紫外線によって前記発光層を発光させるべく
なしてあることを特徴とする。
【００３６】第１４発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、前記第２部材は、隣合う
前記電極対間の間隙に対向すべく前記第２基板上に形成
してあり、暗色材料からなる複数の線条部材を更に備え
ることを特徴とする。
【００３７】第１５発明に係るプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子は、前記発光体は、トリス
（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウム、ペリレン、
２，３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金、ポリフェニレン
ビニレン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシ
ビニレンの何れかを含むことを特徴とする。
【００３８】第１６発明に係る表示装置は、第２発明乃
至第１５発明の何れかに記載のプラズマスイッチ型フォ
トルミネッセンス表示素子を備え、該ラズマスイッチ型
フォトルミネッセンス表示素子が有する第１電極に第１
パルス電圧を印加し、第２電極に表示すべき画像データ
に応じた第２パルス電圧を前記第１パルス電圧に同期さ
せて印加することにより、画像データを表示すべくなし
てあることを特徴とする。
【００３９】本発明にあっては、発光物質が電流によっ
て発光されず、プラズマから放射される紫外線により発
光させるようにしているため、電流駆動による劣化が少
なく、表示素子の寿命を向上させることができる。
【００４０】また、本発明にあっては、従来とは異なっ
て、発光源として紫外線を使用するために、発光効率を
高めるための正孔注入層、正孔輸送層、又は電子輸送層
等の補助層が不要であり、製造工程を簡略化することが
でき、製造コストを低減することが可能である。
【００４１】また、本発明にあっては、既存のＰＤＰと
は異なって、発光層を有機発光物質により形成するため
に、現在、ＰＤＰの生産で歩留りを大きく低下させてい
る原因である無機蛍光体の製造時の不良率を大幅に低減
させ、生産コストを大きく低減することができる。
【００４２】
【発明の実施の形態】以下では、本発明の好適な実施の
形態としてプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセン
ス表示素子及びその製造方法について図面に基づいて具
体的に説明する。
【００４３】実施の形態１．図４は、本発明の実施の形
態に係るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス
表示素子の概略図である。プラズマ発生部２０でプラズ
マが形成された場合、プラズマから紫外線が放射される
ことになり、有機発光層１９ａ、１９ｂ、１９ｃは、前
記紫外線により励起されて赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び
青色（Ｂ）の可視光線を放射することになる。そしてプ
ラズマ発生部２０が有機発光層１９ａ、１９ｂ、１９ｃ
の発光如何を決定するスイッチの役割をする。
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【００４４】図５は、プラズマスイッチ型有機フォトル
ミネッセンス表示素子の概略図であって、図６は、図５
に示したプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス
表示素子の断面図である。なお、図６（ａ）は、図５に
示したプラズマディスプレー表示素子をＡ－Ａ’で切断
した断面図であり、図６（ｂ）は、Ｂ－Ｂ’で切断した
断面図である。プラズマスイッチ型有機フォトルミネッ
センス表示素子は、前面部材と背面部材とから構成され
る。背面部材は、透光性を有する背面基板４１、アドレ
ス電極４３、白色誘電体層４４、隔壁４２、有機発光層
４５、発光層保護層５１を備えており、前面部材は、透
光性を有する前面基板４０、透光性を有する維持電極４
６、補助維持電極４７、透光性を有する誘電体層４９及
び保護層５０を備えている。
【００４５】アドレス電極４３は、背面基板４１上にス
トライプ状に平行して真空蒸着法、スクリーン印刷法、
又はフォトリソグラフィ法により複数個形成する。白色
誘電体層４４は、アドレス電極４３を含む背面基板４１
上に真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグ
ラフィ法により形成される。隔壁４２は、平行して配列
されたアドレス電極４３間の露出された白色誘電体層４
４上に並列して真空蒸着、スクリーン印刷法、サンドブ
ラスト法、又はフォトリソグラフィ法により複数個形成
される。特に、表示素子のコントラスト比を高めるため
に、隔壁４２の上の部分が黒色を帯びるように形成す
る。隔壁４２をスクリーン印刷法により形成する場合、
下部隔壁４２ａは、一般のガラス成分のペーストを使用
して形成し、上部ブラック隔壁４２ｂは、一般のガラス
成分に酸化クロム（Ｃｒ

2 
Ｏ
3 
）、二酸化マンガン（Ｍ

ｎＯ
2 
）のような成分が含まれている黒いペーストを使

用して形成する。
【００４６】有機発光層４５は、アドレス電極４３の上
側に位置するように、隔壁４２間にストライプ状に平行
して複数個配列される。低分子物質により有機発光層４
５を形成する場合、熱真空蒸着法により形成し、高分子
物質により有機発光層４５を形成する場合、スピンコー
ト、スクリーン印刷法、インクジェット法等を使用して
形成する。この場合、有機発光層４５は、赤色発光層、
緑色発光層、青色発光層を一つのグループにして繰り返
すように配列されることが好ましい。有機発光層４５を
構成する有機発光物質としては、米国特許番号４７６９
２９２号、米国特許番号５２９４８７０号に記載されて
いるトリス（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウム、
ペリレン等の蛍光物質、米国特許番号６０９７１４７
号、米国特許番号５３９９５０２号に記載されている
２，３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金のような燐光性発
光物質、及び米国特許番号５８０７６２７号等に記載さ
れているポリフェニレンビニレン、ポリチオフェン、ポ
リエチルヘキシルオキシビニレン等の高分子発光物質を
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使用する。
【００４７】発光層保護層５１は、プラズマによって発
生された紫外線を通過させることができるＭｇＦ

2 
、Ｓ

ｉＯ
2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して隔壁４２及び有機発光

層４５上に熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、スパッタリ
ング法、又は電子ビーム蒸着法を使用して形成される。
一般に、ＭｇＦ

2 
は１４７ｎｍ以上の紫外線を透過させ

ることができる物質として知られている。
【００４８】維持電極４６は、透光性を有する前面基板
４０上にストライプ状に平行して複数個配列されるよう
に、フォトリソグラフィ法を使用して、ＩＴＯ（酸化イ
ンジウム）を形成した後、これをパターンニングして形
成する。この場合、複数個の維持電極４６は、互いに近
接した２個の維持電極４６，４６が一つの対をなすよう
に形成される。また、維持電極４６の抵抗を減少させる
ために、維持電極４６に比べてはるかに幅が狭い複数個
の補助維持電極４７をスクリーン印刷法又はフォトリソ
グラフィ法等を使用して各維持電極４６上に形成する。
【００４９】誘電体層４９は、維持電極４６及び補助維
持電極４７を覆うように維持電極４６と補助維持電極４
７とが形成された前面基板４０上に形成する。また、保
護層５０は、誘電体層４９をプラズマエッチングから保
護しプラズマを容易に発生させるために、２次電子放出
係数が大きいＭｇＯ等を熱真空蒸着、スパッタリング
法、化学気相蒸着法及び電子ビーム蒸着法等を含む真空
蒸着法を使用して透光性誘電体層４９を上に形成する。
【００５０】そして、前面部材の周辺部に沿ってエポキ
シ系の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と
背面部材とを整列させ、隔壁に囲まれる放電空間にプラ
ズマ放電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用
して封止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポ
キシ系の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材
と背面部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工
程を進行することもできる。
【００５１】前面部材と背面部材と整列させる際、発光
層保護層５１と保護層５０とを対向させ、維持電極４６
が隔壁４２と交叉するように前面部材と背面部材とを配
置する。一方、全ての隔壁４２をの全く同一の高さで形
成することは非常に難しいために、背面部材の周囲に隔
壁４２より少しだけ高い最外郭壁（図示せず）を設置し
た後に、最外郭壁を上部の保護層５０に接合させて、隔
壁４２間の複数個の放電空間が外部と遮断されるように
する。
【００５２】実施の形態２．本実施の形態では、実施の
形態１で説明したプラズマスイッチ型有機フォトルミネ
ッセンス表示素子のコントラスト比を高めるために、維
持電極４６間に複数個のブラックストライプを設けた形
態について説明する。図７は、本発明の実施の形態に係
るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス表示素
子の概略図であって、図８は、図７に示したプラズマス
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イッチ型有機フォトルミネッセンス表示素子の断面図で
ある。なお、図８（ａ）は、図７に示したプラズマディ
スプレー表示素子をＡ－Ａ’で切断した断面図であり、
図８（ｂ）は、Ｂ－Ｂ’で切断した断面図である。プラ
ズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス表示素子は、
前面部材と背面部材とから構成される。ここで、背面部
材は、透光性を有する背面基板６１、アドレス電極６
３、白色誘電体層６４、隔壁６２、有機発光層６５、発
光層保護層７１を備えている。そして、前面部材は、透
光性を有する前面基板６０、維持電極６６、補助維持電
極６７、ブラックストライプ６８、透光性を有する誘電
体層６９、及び保護層７０を備えている。
【００５３】アドレス電極６３は、背面基板６１上に所
定の方向にストライプ状に互いに平行するように、真空
蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法
により複数個形成する。白色誘電体層６４は、アドレス
電極６３を覆うように、背面基板６１の全面に真空蒸着
法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法によ
り形成される。隔壁６２は、アドレス電極６３間にこれ
らと重ならないように、白色誘電体層６４上に互いに平
行して真空蒸着法、スクリーン印刷法、サンドブラスト
法、又はフォトリソグラフィ法により複数個形成され
る。特に、パネルのコントラスト比を増加させるため
に、隔壁６２の上部が黒色を帯びるように形成する。前
記スクリーン印刷法により前記隔壁６２を形成する場
合、下部隔壁６２ａは、一般のガラス成分のペーストを
使用して形成し、上部ブラック隔壁６２ｂは、一般のガ
ラス成分に酸化クロム（Ｃｒ

2 
Ｏ
3 
）、二酸化マンガン

（ＭｎＯ
2 
）のような成分が含まれている黒いペースト

を使用して形成する。
【００５４】有機発光層６５は、アドレス電極６３上部
に位置するように、隔壁６２の間にストライプ状に互い
に平行して複数個配列されるように形成される。有機発
光層６５は、低分子物質により形成する場合、熱真空蒸
着法により形成し、高分子物質により形成する場合、ス
クリーン印刷法、インクジェット法等を使用して形成す
る。この場合、有機発光層６５は、赤色発光層、緑色発
光層、青色発光層を一つの周期にして繰り返し配列され
ることが好ましい。有機発光層６５を構成する有機発光
物質としては、米国特許番号４７６９２９２号、米国特
許番号５２９４８７０号に記載されているトリス（８－
ヒドロキシキノリン）アルミニウム、ペリレン等の蛍光
物質、米国特許番号６０９７１４７号、米国特許番号５
３９９５０２号に記載されている２，３，７，８，１
２，１２，１７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，２３Ｈ
－ポルフィン白金のような燐光性発光物質、及び米国特
許番号５８０７６２７号等に記載されているポリフェニ
レンビニレン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオ
キシビニレン等の高分子発光物質を使用する。
【００５５】発光層保護層７１は、プラズマによって発
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生する紫外線を通過させることができるＭｇＦ

2 
、Ｓｉ

Ｏ
2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して隔壁６２及び有機発光層

６５上に熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、スパッタリン
グ法、又は電子ビーム蒸着法の何れか一つを使用して形
成される。一般に、ＭｇＦ

2 
は、１４７ｎｍ以上の紫外

線を透過させることができる物質として知られている。
【００５６】維持電極６６は、前面基板６０上にストラ
イプ状に平行して複数個配列され、フォトリソグラフィ
法を使用してＩＴＯをパターニングして形成する。この
場合、複数個の維持電極６６は、互いに近接した２個の
維持電極６６，６６が一つの対をなすように形成され
る。そして、維持電極６６の抵抗を減らすために、維持
電極６６に比べてはるかに狭い幅を有するように、複数
個の補助維持電極６７をスクリーン印刷法、フォトリソ
グラフィ法等を使用して各維持電極６６上に形成する。
【００５７】維持電極６６の対の間に維持電極６６と平
行して複数個のブラックストライプ６８を前面基板６０
上に真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグ
ラフィ法により各々形成し、表示素子のコントラスト比
を増加させるようにする。
【００５８】誘電体層６９は、維持電極６６と補助維持
電極６７とを覆うように、維持電極６６と補助維持電極
６７が形成された前面基板６０上の全面に形成する。保
護層７０は、誘電体層６９等をプラズマエッチングから
保護しプラズマが容易に起きるように、２電子放出係数
が大きいＭｇＯ等を熱真空蒸着法、スパッタリング法、
化学気相蒸着法、又は電子ビーム蒸着法等を含む真空蒸
着法を使用して透光性誘電体層６９を覆うように形成す
る。
【００５９】紫外線硬化性樹脂を前面部材の周辺部に沿
って吐出させた後、前面部材と背面部材とを整列させ、
隔壁６２によって囲まれる複数の放電空間にプラズマ放
電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用して封
止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポキシ系
の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と背面
部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工程を進
行することもできる。
【００６０】前面部材と背面部材と整列させる際、発光
層保護層７１と保護層７０とを対向させ、維持電極６６
が隔壁６２と交叉するように前面部材と背面部材とを配
置する。一方、全ての隔壁６２をの全く同一の高さで形
成することは非常に難しいために、背面部材の周囲に隔
壁６２より少しだけ高い最外郭壁（図示せず）を設置し
た後に、最外郭壁を上部の保護層７０に接合させて、隔
壁６２間の複数個の放電空間が外部と遮断されるように
する。
【００６１】実施の形態３．以下では、本発明のプラズ
マスイッチ型有機フォトルミネッセンス表示素子及びそ
の製造方法について説明する。図９は、本発明の実施の
形態に係るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセン
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ス表示素子の概略図である。プラズマスイッチ型有機フ
ォトルミネッセンス表示素子は、前面部材と背面部材と
から構成される。ここで、背面部材は、透光性を有する
背面基板８１、維持電極８６、白色誘電体層８４、隔壁
８２、保護層９０を備える。そして、前面部材は、透光
性を有する前面基板８０、アドレス電極８３、透光性誘
電体層８９、有機発光層８５、発光層保護層９１を備え
る。
【００６２】維持電極８６は、下部の透光性を有する背
面基板８１上にストライプ状に平行して真空蒸着、スク
リーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法により複数個
が形成される。この場合、複数個の維持電極８６は、互
いに近接した２個の維持電極８６，８６が一つの対をな
すように形成される。
【００６３】白色誘電体層８４は、維持電極８６を背面
基板８１上に真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォ
トリソグラフィ法により形成される。
【００６４】隔壁８２は、平行した維持電極８６と交叉
するように、下部の白色誘電体層８４上に並列して真空
蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法
により複数個形成される。特に、表示素子のコントラス
ト比を増加させるために、隔壁８２の上の部分が黒色を
帯びるように形成する。隔壁８２をスクリーン印刷法に
より形成する場合、下部隔壁８２ａは、一般のガラス成
分のペーストを使用して形成し、上部ブラック隔壁８２
ｂは、一般のガラス成分に酸化クロム（Ｃｒ

2
Ｏ
3 
）、

二酸化マンガン（ＭｎＯ
2 
）のような成分が含まれてい

る黒いペーストを使用して形成する。
【００６５】保護層９０は、プラズマエッチングから白
色誘電体層８４等を保護し、プラズマが容易に発生する
ように、２次電子放出  係数が大きいＭｇＯ等を熱真空
蒸着法、スパッタリング法、化学気相蒸着法、及び電子
ビーム蒸着法等を含む真空蒸着法を使用して白色誘電体
層８４を覆うように形成する。
【００６６】一方、前面部材の構成は以下の通りであ
る。アドレス電極８３は、上部の透光性を有する前面基
板８０上にストライプ状に平行して複数個配列されるよ
うに、真空蒸着法、スクリーン印刷法、フォトリソグラ
フィ法等を使用してパターニングする。
【００６７】透光性誘電体層８９は、アドレス電極８６
が形成された結果物上面の全面にメタルマスクを利用し
た熱真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグ
ラフィ法等を利用して形成する。
【００６８】前記有機発光層８５は、透光性誘電体層８
９上に位置し、アドレス電極８３上部及び下部の隔壁８
２間に対応するように、画素の大きさを有する四角形、
又はドット形態に複数個配列されるように形成される。
この場合、有機発光層８５は、低分子で形成する場合、
熱真空蒸着法により形成し、高分子により形成する場
合、スクリーン印刷法、インクジェット法等を使用して
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形成する。また、有機発光層８５は、赤色発光層８５
ａ、緑色発光層８５ｂ、青色発光層８５ｃを一つのグル
ープとして繰り返し配列されるように形成することが好
ましい。有機発光層８５を構成する有機発光物質として
は、米国特許番号４７６９２９２号、米国特許番号５２
９４８７０号に記載されているトリス（８－ヒドロキシ
キノリン）アルミニウム、ペリレン等の蛍光物質、米国
特許番号６０９７１４７号、米国特許番号５３９９５０
２号に記載されている２，３，７，８，１２，１２，１
７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン
白金のような燐光性発光物質、及び米国特許番号５８０
７６２７号等に記載されているポリフェニレンビニレ
ン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシビニレ
ン等の高分子発光物質を使用する。
【００６９】図１０は、図９に示したプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子の背面部材の平面
図である。図１０には、複数個の維持電極８６及び隔壁
８２を示した。
【００７０】プラズマ駆動により色が具現される各々の
画素表示部９２（点線で表示された部分）は、一対の隔
壁８２間に位置しながら隣接した二つの維持電極８６，
８６から構成された一対の電極対と重なる部分に限定さ
れる。
【００７１】図１１～図１３は、本発明のプラズマスイ
ッチ型有機フォトルミネッセンス表示素子の前面部材の
平面図であり、複数個のアドレス電極８３と有機発光層
８５ａ、８５ｂ、８５ｃとのパターンを示した。
【００７２】図１１では、アドレス電極８３が中央に位
置し、前記アドレス電極８３と一部重なるように、有機
発光層８５が前述の画素表示部９２の全体と重なるよう
に、四角形又はドット形態に形成する。しかし、この場
合、駆動時にアドレス電極８３に加えられた電圧により
アドレス電極８３と有機発光層８５との重なる部位が劣
化して素子の寿命を縮めることになる。
【００７３】これを改善するために、図１２に示すよう
に、アドレス電極８３を図１０の画素表示部９２の片側
に隣接させ、アドレス電極８３と所定間隔離隔されるよ
うに、前記アドレス電極８３と重ならない図１０に示す
残りの画素表示部９２に有機発光層８５を各々形成す
る。
【００７４】又は、図１３に示すように、画素表示部９
２の中央にアドレス電極８３を位置させ、アドレス電極
８３と重ならないように、画素表示部９２の残りの領域
にアドレス電極８３を中心に両分された四角形、または
ドット形態に有機発光層８５をパターンニングして形成
する。
【００７５】上部の発光層保護層９１は、プラズマによ
って発生した紫外線を通過させることができるＭｇ
Ｆ
2 
、ＳｉＯ

2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して有機発光層８

５上面に熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、スパッタリン
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グ法及び電子ビーム蒸着法の中いずれか一つを使用して
形成される。
【００７６】そして、隔壁８２の側面には、下部の保護
層９０がほとんど形成されない。下部の保護層９０は少
なくとも隔壁８２が形成されない白色誘電体層８４上面
を覆うように形成されれば良い。一般に、ＭｇＦ

2 
は、

１４７ｎｍ以上の紫外線を透過させることができる物質
として知られている。
【００７７】紫外線硬化性樹脂を前面部材の周辺部に沿
って吐出させた後、前面部材と背面部材とを整列させ、
隔壁８２によって囲まれる複数の放電空間にプラズマ放
電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用して封
止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポキシ系
の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と背面
部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工程を進
行することもできる。
【００７８】前面部材と背面部材とを整列させる場合、
隔壁８２間にアドレス電極８３が位置しながら上部の発
光層保護層９１と下部の保護層９０とが対向するよう
に、前面部材及び背面部材を配置する。一方、全ての隔
壁８２をの全く同一の高さで形成することは非常に難し
いために、背面部材の周囲に隔壁８２より少しだけ高い
最外郭壁（図示せず）を設置した後に、最外郭壁を上部
の保護層９０に接合させて、隔壁８２間の複数個の放電
空間が外部と遮断されるようにする。
【００７９】実施の形態４．図１４は、本発明の実施の
形態に係るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセン
ス表示素子の概略図である。本発明のプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子は、前面部材と背
面部材とから構成される。ここで、背面部材は、透光性
を有する背面基板１０１、維持電極１０６、白色誘電体
層１０４、隔壁１０２、保護層１１０を備える。そし
て、前面部材は、透光性を有する前面基板１００、アド
レス電極１０３、ブラックストライプ１０８、透光性誘
電体層１０９、有機発光層１０５、発光層保護層１１１
を備える。
【００８０】前記維持電極１０６は、下部の透光性を有
する背面基板１０１上にストライプ状に互いに平行する
ように真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソ
グラフィ法によりパターンニングして複数個に形成す
る。
【００８１】白色誘電体層１０４は、維持電極１０６を
覆うように、背面基板１０１の上面全面に真空蒸着法、
スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法により形
成する。
【００８２】隔壁１０２は、平行して配列された維持電
極１０３と交叉するように、下部の白色誘電体層１０４
上に互いに並列して真空蒸着法、スクリーン印刷法、サ
ンドブラスト法、又はフォトリソグラフィ法により複数
個形成される。特に、表示素子のコントラスト比を増加

20
させるために、隔壁の上の部分が黒色を帯びるように形
成する。スクリーン印刷法により隔壁１０２を形成する
場合、下部隔壁１０２ａは、一般のガラス成分のペース
トを使用して形成し、上部ブラック隔壁１０２ｂは、一
般のガラス成分に酸化クロム（Ｃｒ

2 
Ｏ
3 
）、二酸化マ

ンガン（ＭｎＯ
2 
）のような成分が含まれている黒いペ

ーストを使用して形成する。
【００８３】保護層１１０は、白色誘電体層１０４等を
プラズマエッチングから保護しプラズマが容易に発生す
るように、２次電子放出係数が大きいＭｇＯ等を熱真空
蒸着法、スパッタリング法、化学気相蒸着法、及び電子
ビーム蒸着法等を含む真空蒸着法を使用して白色誘電体
層１０４を覆うように形成する。
【００８４】以下では前記前面部材の構成について述べ
る。アドレス電極１０３は、上部の透光性を有する前面
基板１００上にストライプ状に互いに平行して複数個が
配列されるように真空蒸着法、スクリーン印刷法、フォ
トリソグラフィ法等を使用してパターンニングして形成
する。
【００８５】ブラックストライプ１０８は、表示素子の
コントラスト比を増加させるために、前記アドレス電極
１０３と直交するように、互いに平行して複数個で形成
される。この場合、ブラックストライプ１０８は、前記
背面部材と前記前面部材とをアラインする時、前記背面
部材の二つの維持電極１０６，１０６からなる各々の電
極対間に対応するように、真空蒸着法、スクリーン印刷
法、又はフォトリソグラフィ法等を使用してパターンニ
ングして形成する。
【００８６】透光性誘電体層１０９は、アドレス電極１
０３及びブラックストライプ１０８が形成された結果物
の上面全面にメタルマスクを利用した熱蒸着法、スクリ
ーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法等を利用して形
成する。
【００８７】前記有機発光層１０５は、透光性誘電体層
１０９上面に位置し、アドレス電極１０３上部及び下部
の隔壁間と重なる画素の大きさの四角形またはドット形
態に複数個配列される。この場合、有機発光層１０５
は、低分子材料により形成する場合、熱真空蒸着法によ
り形成し、高分子材料により形成する場合、スクリーン
印刷法、インクジェット法等を使用して形成する。ま
た、有機発光層１０５は、赤色発光層１０５ａ、緑色発
光層１０５ｂ、青色発光層１０５ｃを一つの周期とする
グループが繰り返し配列されるように形成されることが
好ましい。有機発光層１０５を構成する有機発光物質と
しては、米国特許番号４７６９２９２号、米国特許番号
５２９４８７０号に記載されているトリス（８－ヒドロ
キシキノリン）アルミニウム、ペリレン等の蛍光物質、
米国特許番号６０９７１４７号、米国特許番号５３９９
５０２号に記載されている２，３，７，８，１２，１
２，１７，１８－オクタエチル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポル
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フィン白金のような燐光性発光物質、及び米国特許番号
５８０７６２７号等に記載されているポリフェニレンビ
ニレン、ポリチオフェン、ポリエチルヘキシルオキシビ
ニレン等の高分子発光物質を使用する。
【００８８】本発明のプラズマスイッチ有機フォトルミ
ネッセンス表示素子のアドレス電極１０３と有機発光層
１０５のパターン形態は、アドレス電極１０３が中央に
位置し、有機発光層１０５が画素該当部分全体にドット
形態に形成するか、アドレス電極１０３による劣化をな
くすために、アドレス電極１０３を片方に寄せ、残りの
画素表示部分に有機発光層１０５を形成するか、アドレ
ス電極１０３を中央に位置させ、アドレス電極１０３と
有機発光層１０５とが重ならないように、画素表示部の
残りの領域にアドレス電極１０３によって両分された四
角形、またはドット形態にパターンニングできるが、こ
れは、各々図１１乃至図１３と同様に適用されるので、
ここでは図面を省略する。
【００８９】前記上部の発光層保護層１１１は、プラズ
マによって発生した紫外線を通過させることができるＭ
ｇＦ

2 
、ＳｉＯ

2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して有機発光層

１０５上に熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、スパッタリ
ング法、及び電子ビーム蒸着法等を使用して形成され
る。
【００９０】また、背面部材の隔壁１０２の側面には、
下部の保護層１１０がほとんど形成されない。下部の保
護層１１０は、少なくとも隔壁１０２が形成されない白
色誘電体層１０４上面を覆うように形成されれば良い。
一般に、ＭｇＦ

2 
は、１４７ｎｍ以上の紫外線を透過さ

せることができる物質として知られている。
【００９１】紫外線硬化性樹脂を前面部材の周辺部に沿
って吐出させた後、前面部材と背面部材とを整列させ、
隔壁１０２によって囲まれる複数の放電空間にプラズマ
放電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用して
封止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポキシ
系の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と背
面部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工程を
進行することもできる。
【００９２】前面部材と背面部材と整列させる際、発光
層保護層１１１と保護層１１０とを対向させ、維持電極
１０６が隔壁１０２と交叉するように前面部材と背面部
材とを配置する。一方、全ての隔壁１０２をの全く同一
の高さで形成することは非常に難しいために、背面部材
の周囲に隔壁１０２より少しだけ高い最外郭壁（図示せ
ず）を設置した後に、最外郭壁を上部の発光層保護層１
１１に接合させて、隔壁１０２間の複数個の放電空間が
外部と遮断されるようにする。
【００９３】実施の形態５．図１５は、本発明の実施の
形態に係るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセン
ス表示素子の概略図である。プラズマスイッチ型有機フ
ォトルミネッセンス表示素子は、前面部材と背面部材と
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から構成される。ここで、背面部材は、透光性を有する
背面基板１２１、維持電極１２６、白色誘電体層１２
４、隔壁１２２、保護層１３０を備える。そして、前面
部材は、透光性を有する前面基板１２０、アドレス電極
１２３、有機発光層１２５、発光層保護層１３１を備え
る。
【００９４】以下では、前記背面部材の構成について述
べる。まず、前記維持電極１２６は、下部の透光性を有
する背面基板１２１上にストライプ状に互いに平行する
ように、真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリ
ソグラフィ法によりパターンニングして形成される。こ
の場合、複数個の維持電極１２６は、互いに近接した２
個の維持電極１２６，１２６が一つの対をなすように形
成される。
【００９５】白色誘電体層１２４は、維持電極１２６が
形成された結果物の上面の全面に真空蒸着法、スクリー
ン印刷法、又はフォトリソグラフィ法により形成され
る。
【００９６】隔壁１２２は、維持電極１２３と交叉する
ように、下部の白色誘電体層１２４上に互いに平行して
真空蒸着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフ
ィ法により複数個が形成される。特に、パネルのコント
ラスト比を増加させるために、隔壁１２２の上部が黒色
を帯びるように形成する。スクリーン印刷法により隔壁
１２２を形成する場合、下部隔壁１２２ａは、一般のガ
ラス成分のペーストを使用して形成し、上部ブラック隔
壁１２２ｂは、一般のガラス成分に酸化クロム（Ｃｒ

2 

Ｏ
3 
）、二酸化マンガン（ＭｎＯ

2 
）のような成分が含

まれている黒いペーストを使用して形成する。
【００９７】下部の保護層１３０は、プラズマエッチン
グから保護しプラズマが容易に起きるように、２次電子
放出係数が大きいＭｇＯ等を熱真空蒸着法、スパッタリ
ング法、化学気相蒸着法、及び電子ビーム蒸着法等を含
む真空蒸着法を使用して白色誘電体層１２９を覆うよう
に形成する。
【００９８】以下では、前記前面部材の構成について述
べる。アドレス電極１２３は、上部の透光性を有する前
面基板１２０上に、前記背面部材と前面部材とのアライ
ンの際、前記隔壁１２２の片方壁面端に各々対応するよ
うに、互いに所定長だけ離隔されてストライプ状に平行
して複数個配列されるように、真空蒸着法、スクリーン
印刷法、フォトリソグラフィ法等を使用してパターンニ
ングして形成する。
【００９９】各々の有機発光層１２５は、下部の隔壁１
２２間に対応し、前記アドレス電極１２３と重ならない
ように、画素の大きさのドットまたは四角形形態に複数
個配列されるように、前記前面基板１２０上に形成され
る。有機発光層１２５は、低分子材料により形成する場
合、熱真空蒸着法により形成し、高分子材料により形成
する場合、スクリーン印刷法、インクジェット法等を使
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用して形成する。また、有機発光層１２５は、赤色発光
層１２５ａ、緑色発光層１２５ｂ、青色発光層１２５ｃ
を一つの周期とするグループが繰り返し配列されるよう
に形成することが好ましい。有機発光層１２５を構成す
る有機発光物質としては、米国特許番号４７６９２９２
号、米国特許番号５２９４８７０号に記載されているト
リス（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウム、ペリレ
ン等の蛍光物質、米国特許番号６０９７１４７号、米国
特許番号５３９９５０２号に記載されている２，３，
７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチル－２１
Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金のような燐光性発光物質、
及び米国特許番号５８０７６２７号等に記載されている
ポリフェニレンビニレン、ポリチオフェン、ポリエチル
ヘキシルオキシビニレン等の高分子発光物質を使用す
る。
【０１００】前記発光層保護層１３１は、プラズマによ
って発生した紫外線を通過させることができるＭｇ
Ｆ

2 
、ＳｉＯ

2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して有機発光層１

２５上に熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、スパッタリン
グ法、及び電子ビーム蒸着法等を使用して形成される。
この場合、隔壁１２２の側面には下部の保護層１３０が
ほとんど形成されない。
【０１０１】保護層１３０は、少なくとも隔壁１２２が
形成されない白色誘電体層１２４上面を覆うように形成
されれば良い。一般に、ＭｇＦ

2 
は、１４７ｎｍ以上の

紫外線を透過させることができる物質として知られてい
る。
【０１０２】紫外線硬化性樹脂を前面部材の周辺部に沿
って吐出させた後、前面部材と背面部材とを整列させ、
隔壁１２２によって囲まれる複数の放電空間にプラズマ
放電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用して
封止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポキシ
系の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と背
面部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工程を
進行することもできる。
【０１０３】前面部材と背面部材と整列させる際、発光
層保護層１３１と保護層１３１とを対向させ、維持電極
１２６が隔壁１２２と交叉するように前面部材と背面部
材とを配置する。一方、全ての隔壁１２２をの全く同一
の高さで形成することは非常に難しいために、背面部材
の周囲に隔壁１２２より少しだけ高い最外郭壁（図示せ
ず）を設置した後に、最外郭壁を上部の発光層保護層１
３１に接合させて、隔壁１２２間の複数個の放電空間が
外部と遮断されるようにする。
【０１０４】実施の形態６．図１６は、本発明の実施の
形態に係るプラズマスイッチ型有機フォトルミネッセン
ス表示素子の概略図である。本発明のプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子は、前面部材と背
面部材とから構成される。ここで、背面部材は、透光性
を有する背面基板１４１、維持電極１４６、白色誘電体
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層１４４、隔壁１４２、保護層１５０を備える。そし
て、前面部材は透光性を有する前面基板１４０、アドレ
ス電極１４３、ブラックストライプ１４８、有機発光層
１４５、発光層保護層１５１を備える。
【０１０５】以下では、前記背面部材の構成について述
べる。前記維持電極１４６は、下部の透光性を有する背
面基板１４１上にストライプ状に互いに平行して真空蒸
着法、スクリーン印刷法、又はフォトリソグラフィ法に
より複数個が形成されるように、パターンニングして形
成する。この場合、複数個の維持電極１４６は、互いに
近接した２個の維持電極１４６，１４６が一つの対をな
すように形成される。
【０１０６】白色誘電体層１４４は、維持電極１４６が
形成された結果物の上面全面に真空蒸着法、スクリーン
印刷法、又はフォトリソグラフィ法により形成される。
【０１０７】隔壁１４２は、維持電極１４６と交叉する
ように、下部の白色誘電体層１４４上に互いに平行して
真空蒸着法、スクリーン印刷法、サンドブラスト法、又
はフォトリソグラフィ法等により複数個形成される。特
に、パネルのコントラスト比を増加させるために、隔壁
の上の部分が黒色を帯びるように形成する。スクリーン
印刷法により隔壁を形成する場合、下部隔壁１４２ａ
は、一般のガラス成分のペーストを使用して形成し、上
部ブラック隔壁１４２ｂは、一般のガラス成分に酸化ク
ロム（Ｃｒ

2 
Ｏ
3 
）、二酸化マンガン（ＭｎＯ

2 
）のよ

うな成分が含まれている黒いペーストを使用して形成す
る。
【０１０８】保護層１５０は、プラズマエッチングから
保護し、プラズマが容易に起きるように、２次電子放出
係数が大きいＭｇＯ等を熱真空蒸着法、スパッタリング
法、化学気相蒸着法、及び電子ビーム蒸着法等を含む真
空蒸着法を使用して露出された白色誘電体層１４４を覆
うように形成する。
【０１０９】以下では、前記前面部材の構成について述
べる。前記アドレス電極１４３は、上部の透光性を有す
る前面基板１４０上に各々前記隔壁１４２の片方壁面端
に各々対応するように、ストライプ状に並列して複数個
配列されるように、真空蒸着法、スクリーン印刷法、フ
ォトリソグラフィ法等を使用してパターンニングして形
成する。前記ブラックストライプ１４８は、パネルのコ
ントラスト比を高めるために、前記アドレス電極１４３
と直交しながら、前記下部の２個の維持電極１４６，１
４６からなる維持電極対Ｘ、Ｙの間に対応されるよう
に、維持電極１４６と平行して各々配列されるように、
真空蒸着法、スクリーン印刷法、フォトリソグラフィ法
等を使用して複数個にパターンニングして形成する。
【０１１０】有機発光層１４５は、上背面部材を整列さ
せる際、前記下部の隔壁１４２間に対応し、前記アドレ
ス電極１４３及びブラックストライプ１４８と重ならな
いように、画素の大きさの四角形、またはドット形態に
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前記前面基板１４０上に配列されるように、複数個が形
成される。有機発光層１４５は、低分子材料により形成
される場合、熱真空蒸着法により形成し、高分子材料に
より形成される場合、スクリーン印刷法、インクジェッ
ト法等を使用して形成する。また、有機発光層１４５
は、赤色発光層１４５ａ、緑色発光層１４５ｂ、青色発
光層１４５ｃを一つの周期としてなるグループを繰り返
し配列して形成することが好ましい。有機発光層１４５
を構成する有機発光物質としては、米国特許番号４７６
９２９２号、米国特許番号５２９４８７０号に記載され
ているトリス（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウ
ム、ペリレン等の蛍光物質、米国特許番号６０９７１４
７号、米国特許番号５３９９５０２号に記載されている
２，３，７，８，１２，１２，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィン白金のような燐光性発
光物質、及び米国特許番号５８０７６２７号等に記載さ
れているポリフェニレンビニレン、ポリチオフェン、ポ
リエチルヘキシルオキシビニレン等の高分子発光物質を
使用する。
【０１１１】前面部材の発光層保護層１５１は、プラズ
マによって発生した紫外線を通過させることができるＭ
ｇＦ

2 
、ＳｉＯ

2 
、又はＣａＦ

2 
を使用して、有機発光

層１４５を覆うように熱真空蒸着法、化学気相蒸着法、
スパッタリング法、及び電子ビーム蒸着法等を使用して
形成される。この場合、隔壁１４２の側面には、下部の
保護層１５０がほとんど形成されない。前記下部の保護
層１５０は、少なくとも隔壁１４２が形成されない白色
誘電体層１４４上面を覆うように形成されれば良い。一
般に、ＭｇＦ

2 
は、１４７ｎｍ以上の紫外線を透過させ

ることができる物質として知られている。
【０１１２】紫外線硬化性樹脂を前面部材の周辺部に沿
って吐出させた後、前面部材と背面部材とを整列させ、
隔壁１４２によって囲まれる複数の放電空間にプラズマ
放電用気体を注入するとともに、高圧水銀燈を利用して
封止を進行させる。また、背面部材の周辺部にエポキシ
系の紫外線硬化性樹脂を吐出させた後に、前面部材と背
面部材とを整列させ、プラズマ放電用気体の封止工程を
進行することもできる。
【０１１３】前面部材と背面部材と整列させる際、発光
層保護層１５１と保護層１５１とを対向させ、維持電極
１４６が隔壁１４２と交叉するように前面部材と背面部
材とを配置する。一方、全ての隔壁１４２をの全く同一
の高さで形成することは非常に難しいために、背面部材
の周囲に隔壁１４２より少しだけ高い最外郭壁（図示せ
ず）を設置した後に、最外郭壁を上部の発光層保護層１
５１に接合させて、隔壁１４２間の複数個の放電空間が
外部と遮断されるようにする。
【０１１４】尚、本発明は、本実施の形態に限られるも
のではない。本発明の趣旨から逸脱しない範囲内で多様
に変更実施することが可能である。 *
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*【０１１５】
【発明の効果】前述したように、本発明に係るプラズマ
スイッチ型有機フォトルミネッセンス表示素子によれ
ば、電界発光物質が電流によって発光されず、プラズマ
から放射される紫外線によって発光する。本発明による
場合、従来とは異なって、発光源を紫外線を使用するた
めに、発光効率を高めるための正孔注入層、正孔輸送
層、または電子輸送層等のような補助層が不要であり、
電流駆動による劣化もないので、パネルの寿命が向上す
る。
【０１１６】また、既存のＰＤＰとは異なって、発光層
を有機発光物質により形成するために、現在、ＰＤＰ生
産において量産収率を大きく低下させている無機蛍光体
の工程時に不良率を大幅に低減させ、有機発光物質の高
い効率特性を利用することによって、生産コストを大き
く低減することができる等、本発明は優れた効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の有機電界発光表示素子の概略構成図であ
る。
【図２】従来のプラズマディスプレー表示素子を説明す
る概略図である。
【図３】図２に示したプラズマディスプレー表示素子の
断面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ型
有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
【図５】プラズマスイッチ型有機フォトルミネッセンス
表示素子の概略図である。
【図６】図５に示したプラズマスイッチ型有機フォトル
ミネッセンス表示素子の断面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ型
有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
【図８】図７に示したプラズマスイッチ型有機フォトル
ミネッセンス表示素子の断面図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ型
有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
【図１０】図９に示したプラズマスイッチ型有機フォト
ルミネッセンス表示素子の背面部材の平面図である。
【図１１】本発明のプラズマスイッチ型有機フォトルミ
ネッセンス表示素子の前面部材の平面図である。
【図１２】本発明のプラズマスイッチ型有機フォトルミ
ネッセンス表示素子の前面部材の平面図である。
【図１３】本発明のプラズマスイッチ型有機フォトルミ
ネッセンス表示素子の前面部材の平面図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係るプラズマスイッチ
型有機フォトルミネッセンス表示素子の概略図である。
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【符号の説明】
４０、６０、８０、１００、１２０、１４０    前面基
板
４１、６１、８１、１０１、１２１、１４１    背面基
板
４２、６２、８２、１０２、１２２、１４２    隔壁
４２ａ、６２ａ、８２ａ、１０２ａ、１２２ａ、１４２
ａ  下部隔壁
４２ｂ、６２ｂ、８２ｂ、１０２ｂ、１２２ｂ、１４２
ｂ  上部ブラック隔壁
４３、６３、８３、１０３、１２３、１４３    アドレ
ス電極
４４、６４、８４、１０４、１２４、１４４    白色誘
電体層
４５、６５、８５、１０５、１２５、１４５    有機発
光層 *
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*４５ａ、６５ａ、８５ａ、１０５ａ、１２５ａ、１４５
ａ    赤色発光層
４５ｂ、６５ｂ、８５ｂ、１０５ｂ、１２５ｂ、１４５
ｂ    緑色発光層
４５ｃ、６５ｃ、８５ｃ、１０５ｃ、１２５ｃ、１４５
ｃ    青色発光層
４６、６６、８６、１０６、１２６、１４６      維持
電極
６８、１０８、１４８    ブラックストライプ
４９、６９、８９、１０９、１２９、１４９    透光性
誘電体層
５０、７０、９０、１１０、１３０、１５０    保護層
５１、７１、９１、１１１、１３１、１５１    発光層
保護層
９２    画素表示部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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